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下北半島，田名部低地帯の沖積層から産出した貝化石

坂本　　亨＊

M：olluscan　Fossils　from　AIluvial　Deposits　near　Tanabu，

　　　Shimokita　Pe皿insula，Northeast　Japan

Toru　SAKAMOTO

　青森県下北半島の田名部低地帯には，田名部川ぞいに

きわめて低湿な沖積平野が発達している．この沖積平野

の地下に多数の貝化石を産出することは，今までにも松

井・坂口（1956）・畑中（1959）などによって報告されて

きた。しかし，これらの報告では，貝化石の種類や産状

について，あまりふれられていなかった．筆者は，1975

年11月この地域をおとずれた際，むつ市田名部の北東

方で，田名部川の改修工事によって掘り上げられた土塊

にまじって，おびただしい貝化石が散乱しているのをみ

いだした．ここに，その工事現場の地表で採集した貝化

石について簡単に報告する．筆者がおとずれた際には，

改修工事はこの部分ではすでに終わっており，貝化石の

産出を直接露頭でたしかめることはできなかった．その

ため，報告としては，はなはだ不充分なものとならざる

を得なかったが，下北半島一むつ湾地域の第四紀後期の

地史を明らかにするための一資料ともなれば幸である．
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産出地点：むつ市土手内の北方の田名部川河岸．現海

＊地質部

岸より約5kmはなれている．

　産出状況：化石は，田名部川改修工事による新河道の

両岸約300mの範囲に，工事のさい掘り上げた土塊とと

もに，おびただしく散乱している．直接の露頭は観察で

きなかったが，この場所で掘り出されたものであること

は，ほぼ確実である．この場所では，海抜約3mの地

表から約L5m下までは大部分が泥炭層であり，その下

位には植物破片の多い灰褐色砂質シルト層がわずかに見

られる．それより下位は水面下に没するため不明である

が・化石は地下数m以内のところから掘り出されたもの

であろう，

　産出化石：化石のなかではマガキがもっとも多く見ら

れ，全域にわたって散乱している．この中には，合弁の

ものが密集した塊りをなしているものもあり，カキ礁を

構成していたものと思われる．ウネナシトマヤガイなど

がこれに伴う．カキ殼の産出は，田名部南東方の金曲泥

炭地でも地下2mくらいのところに広く知られており

（松井・坂口，1956），当時，田名部川沿岸の低地が全体

として一つの潟湖を形成していたものと思われる．ま

たタサルボウ・ウラカガミ・ヒメシラトリ・ホソウミニ

ナなどの内湾性の貝も，全域にわたって多数見られる．

これらの二枚貝では合弁のものが多く，保存は良い．こ

の他には，タマキガイ・キサゴ・ツメタガイのような外

洋性のものも見られるが，個体数は少ない．貝以外では

フジツボの殼片1個が採集された．

　貝化石群の特色：ここで見られる貝化石は・上記のよ

うに，外洋性・内湾性・潟湖性の群集が混在しているの

が特色である．これは産出状況など考えあわせると，外

洋→内湾→潟湖といった時代的な古地理環境の変化を反

映したものと思われる．それぞれの群集が，この地点

で・上下関係をもって沖積層中に含まれているものと予
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第1表田名部付近の沖積層の貝化石

∠46ηzα8α汐αll∫4α（GOULD）　　　　　ユキノカサ

Chlo7・05勿解αプ％gα襯ηzGouLD　　　シワクボガイ

U〉π60n彪解（S％6h勉”z）605鰯Z％”z（KIENER）キサゴ

C87露h乞46ρ1》5ぎ5（C6rぢ6h∫4aψ5ぢllα）

　　　　のαのα7∫6n5乞5（MARTEN）　カワアイ
Bα孟乞llα7∫α‘％解乞ng露（CROSSE）　　ホソウミニナ＊

ハ泡汐67吻Ol（Glo∬α％1α∬）読吻解Ol（RdDING）

　　　　　　　　　　　　　　ツメタガイ
ハ彦腐hα1加6566n5（PHILIPPI）　　　　ムシロガイ

翅ln彪声5哲加α（POWYS）　　　　　　　アラムシロ

丁短gon砂h8鵤606α96αnα（CROssE　et　DEBEAUx）

　　　　　　　　　　　　　オリイレボラ
R乞ng比％1α（Rfng∫6％1乞nα）407ゼα1乞5GouLD

　　　　　　　　　　　　　マメウラシマ

D6伽1ぎ襯（盈規46n孟α1吻Z）・伽ng％1伽彫
　　　　h6∬α8’onμηzGOULD　　ムツカドガイ

Gむ61yηz67∫5泥5オZ厩（DUNKER）　　　　タマキガイ

P97勿プ伽5磁ll乞061勾％α珈5（YOKOYAMA）

　　　　　　　　　　　　　シコロエガイ
Anζz4αフu（3αψhακα）5z6667でnα臨LISCHKE

　　　　　　　　　　　　　　サルボウ＊
3砂⑳7（鈎媚5ゆα）た86nα6NOMURA
　　　　　　　　　　　　　　ヒメイガイ
Cヂα∬05亦6α49α5（THUNBERG）　　　　マガキ＊

乃砂翻襯卿・耽襯PILSBRY
　　　　　　　　　　ウネナシトマヤガイ＊
Do5乞n∫α（五）05初6Jlα）」ク6n乞6ぢllα如（REEvE）

　　　　　　　　　　　　　　ウラカガミ＊
P7砿o疏αoα6％g4yP如（SOWERBY）　　ヌノメアサリ

皿zρ65（R％読厩ψ65）∫砂on廊％5（DESHAYES）アサリ

〈碗如1彪ol動α66α（JAY）　　　　　　イソシジミ

M460ηzα歪解oπg解α（v。MARTENS）　ヒメシラトリ＊

Bα1αn％5sp．

＊は多産するもの

フジツボ

想される．

　一方，これらの貝化石は，ほとんどが現在のむっ湾に

生息する種類（野村・畑井，19321YA班AMoTO＆HABE

1958－62）であり，海水温が現在とくらべてとくに差が

あったとはいえない．しいていえば，外洋性の群集が，

内湾性の群集に比べて，いく分温かい状況を示すという

程度である．ただ，この貝化石の中では，房総一中国大

陸に分布するとされている（波部・小菅，1967）オリイ

レボラが産出したことが注目される．

　はじめに述べたように，今回は貝化石の産状を確認す

ることはできなかった．しかし，田名部川の改修工事

は，今後さらに上流（東方）へ向かって進められるもの

とみられる．今後，こうした機会に，田名部低地帯の貝

化石群がさらに詳しく検討されることを期待する．

　潤筆にあたって，貝化石について懇切に教えて頂いた

地質調査所大山桂博士に深甚の謝意を表する．

　　　　　　　　　　　（1976年1月13日稿）
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